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（技術名）雌花節率が高いニガウリを判別できるDNAマーカーの活用 

（要約）ニガウリゲノム配列情報を活用して開発したDNAマーカー（InDelマーカー）を用
いることにより、ニガウリの幼苗期の葉からDNAを抽出し、PCR後にアガロースゲル電気
泳動することで簡易に雌花節率が80％以上の個体を選抜することができる。 
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［背景・ねらい］ 
本県のニガウリ育種は雌性型系統（雌花節率 100％）を活用した F1品種育成を戦略として

いるが、活用されている雌性型系統は OHB61-5のみである。ニーズに応じた品種を育成する
には、育種集団から雌花節率が 80％以上の個体を選抜し、後代で新たな有用形質を持つ雌性
型系統を育成する必要がある。そこでニガウリの全ゲノム情報（Urasaki et al. 2017、Matsumura 
et al. 2020）と OHB61-5の QTL解析によって特定されている雌性型遺伝子座（Mcgy）領域を
活用し、雌花節率が高い個体を幼苗期に簡易に選抜できる InDelマーカーを開発する。 
 
［成果の内容・特徴］ 
１．OHB61-5 の Mcgy 領域の挿入・欠失（InDel）部位を PCR 法により増幅後、アガロースゲ
ル電気泳動を行うと混成型と雌性型系統を識別できるバンドパターン（Aおよび B）が得ら
れる（図１）。交雑 F1個体は、バンドパターン Hが得られる（データ省略）。 

２．F2 雌花節率分離集団の幼苗期の葉から抽出した DNA を用いて同様に解析すると３種類
（A、H、B）のバンドパターンを示す個体が得られる（図１）。 

３．分離集団（247個体）の雌花節率の個体分布は、60％未満（185個体）と 60％以上（62個
体）は、３：１で分離するため、雌花節率の高い形質は潜性（劣性）形質である。なお 50
個体（集団の 20％）が 80％以上の雌花節率を示す（図２a）。 

４．バンドパターン A（45個体）と H（142個体）の平均雌花節率はそれぞれ 5.3%と 14.6％
と低いのに対して、バンドパターン B（60個体）は、83.6%と高く（図２b）、その内 43個
体（72％）は 80％以上の雌花節率を示す（図２a）。 

５．本マーカーを用いることにより、雌花節率が 80％以上で有用形質を併せ持つ個体を従来
法と比較して、効率よく選抜することができる（図３）。 

 
［成果の活用面・留意点］ 
１．研究機関等のニガウリ育種において、幼苗期に雌花節率の高い個体を選抜することが可

能となる本技術を活用することで、雌性型系統育成の効率化を図ることができる。 
２．InDel マーカーであるため、DNA を抽出し、PCR 後にアガロースゲル電気泳動すること
で簡易にバンドパターンを判定できる。 

３．本試験に用いた交配父母本は、うどんこ病抵抗性の雌性型系統 95-32-112-68（雌花節率
100%）と短太な果実形質を持つ混性型系統 OAC09-04C（雌花節率 9.0%）であり、両形質
を併せ持つ雌性型系統の育成を目的としている。 

４．本マーカーを用いる際は、交配父母本のバンドパターンが異なることを事前に確認する

必要がある。 
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図 1 アガロースゲル電気泳動よる DNA マーカーの検出例.  
図下部のアルファベットはバンドパターンを示す．バンドパターン A は 350 bp 付近に 1 本、B は 300 bp 付近に 1 本、H は 300 bp と 350 bp 付近に

2 本のバンドが検出される．M は 1 kb Plus DNA Ladder (New England BioLabs 社)を示す． 

図２ ニガウリの F2 雌花節率分離集団（247 個体）の個体分布（a）とバンドパターン別の平均雌花節率（b）． 
各個体につき、主茎に着生した 20 花を調査し、雌花の割合を雌花節率とした．平均雌花節率はバンドパターン A が 45 個体、H が 142 個体、B が 60 個体の

結果を示す。●は交配父母本とその F1 の雌花節率を示す。 

図３ DNA マーカーを用いたうどんこ病抵抗性と短太果実形質を併せ持つ雌性型系統の選抜例． 
１）50 個体定植できる温室で選抜することを想定した。 
２）図２の結果を基に 50 個体の内 20％が雌花節率 80％以上になると仮定して算出した。 
３）図２の結果を基にバンドパターン B を示す 50 個個体の内 72％が雌花節率 80％以上になると仮定して算出した。 

 


